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３ 空気調和設備・換気設備 

番号 対策の名称 

④ 生産環境等の条件緩和 

内容 

生産環境等はその事業所における生産物等の特徴に合わせて適切に管理されていま

す。 

生産環境等に関する条件には、室温や湿度に加えて、部屋の空気の清浄度を確保す

るための換気回数等が考えられます。 

 

これらの条件は、必要に応じて見直しを行うことが有効です。 

生産物が変わっている 

が、以前からの条件を 

継続しているというような 

ことがあり得ます。 

そのような場合には 

生産環境の条件緩和が 

考えられます。 

効果 

例えば部屋の換気回数を緩和すると換気のための動力エネルギーを削減することが

できます。さらに、換気量が小さくなることによって室温を維持するための空調負荷

の軽減にもつながります。 

ポイント 

・生産環境等の条件緩和のためには、経営サイド、設備管理サイド、生産サイドのあ

らゆる関係者の理解を得ることが不可欠です。 

・エネルギー管理推進体制を活かし、生産環境等の条件緩和等に関する検討・協議を

継続的に実施することが重要です。 

  

換気回数等の緩和 


